
〈
解
答
〉

1　

１　

イ　
　

２　

ま
だ
れ

2　

１　

①　

た
だ
よ　
　

②　

展
示　
　

③　

省　
　

④　

む
し
ょ
う

　
　

２　

ウ

　
　

３　

エ

　
　

４　

イ

配
点　

1
１
は
２
点
、
他
は
各
１
点　

１０
点
満
点

〈
解
説
〉

1１�　

「
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」
を
単
語
に
分
け
る
と
、
順
に
「
興
味（
名
詞
）」
＋
「
を（
助
詞
）」
＋
「
持

ち
（
動
詞
）」
＋
「
ま
し
（
助
動
詞
）」
＋
「
た
（
助
動
詞
）」
と
な
る
。
ち
な
み
に
文
節
で
分
け
る
と

「
興
味
を
」
＋
「
持
ち
ま
し
た
」
と
な
る
。

２�　

「
店
」
と
同
じ
く
「
ま
だ
れ
」
を
部
首
に
も
つ
漢
字
は
、
「
座
」
「
庫
」
「
康
」
「
床
」
「
度
」

「
底
」
「
広
」
な
ど
多
数
あ
る
。
ち
な
み
に
点
の
な
い
「
が
ん
だ
れ
」
を
部
首
に
も
つ
漢
字
に
は
、

「
厚
」
「
原
」
な
ど
が
あ
る
。

2１　

①�　

「
漂
」
に
は
「
た
だ
よ（
う
）」
と
い
う
訓
読
み
以
外
に
、
「
ヒ
ョ
ウ
」
と
い
う
音
読
み
も
あ
り
、

「
漂
流
」
「
漂
白
」
な
ど
の
熟
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　
　

②�　

「
展
示
」
は
「
美
術
品
や
商
品
な
ど
を
並
べ
て
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
」
を
表
す
熟
語
で
あ
る
。

「
展
」
に
は
「
ひ
ら
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
「
展
開
」
「
進
展
」
「
個
展
」
な
ど
の
熟
語
が

あ
る
。
「

」
の
部
分
に
「
ノ
」
が
つ
か
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
。
ま
た
、
「
示
」
に
は
「
ジ
・

シ
」
と
い
う
音
読
み
以
外
に
「
し
め（
す
）」
と
い
う
訓
読
み
が
あ
り
、
「
示
談
」
「
掲
示
」
「
示

唆
」
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

　
　

③��　

「
省
」
に
は
「
は
ぶ
（
く
）」
と
い
う
訓
読
み
以
外
に
、
「
シ
ョ
ウ
・
セ
イ
」
と
い
う
音
読
み
も

あ
り
、
「
省
略
」
「
反
省
」
な
ど
の
熟
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　
　

④�　

「
無
性
に
」
は
「
む
や
み
に
」
「
や
た
ら
に
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
副
詞
で
、
文
中
に
あ
る
よ

う
に
「
無
性
に
恋
し
い
」
、
あ
る
い
は
「
無
性
に
腹
立
た
し
い
」
な
ど
の
よ
う
に
用
い
る
。

２�　

二
重
傍
線
Ａ
と
ウ
の
「
の
」
は
主
格
の
助
詞
で
、
主
語
と
述
語
の
関
係
を
表
し
、
「
が
」
に
言
い
換

え
ら
れ
る
。
ア
と
オ
は
体
言
の
代
用
と
し
て
の
助
詞
で
、
「
も
の
」
「
こ
と
」
に
言
い
換
え
ら
れ
る
。

イ
は
並
立
を
表
す
助
詞
で
、
「
か
」
に
言
い
換
え
ら
れ
る
。
エ
は
連
体
修
飾
語
を
表
す
助
詞
で
体
言

（
名
詞
）
に
つ
く
。

３�　

後
の
文
節
が
す
ぐ
前
の
文
節
に
補
助
的
な
意
味
を
付
け
加
え
て
い
る
関
係
を
「
補
助
の
関
係
」
と
言

い
、
文
節
は
分
か
れ
て
い
て
も
意
味
と
し
て
は
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
具
体
的
に
は
「
走
っ

て
／
い
る
」
「
置
い
て
／
あ
る
」
「
吹
い
て
／
く
る
」
「
感
じ
て
／
な
い
」
な
ど
の
よ
う
に
、
「
く
る

・
い
る
・
な
い
・
あ
る
」
な
ど
の
前
の
文
節
が
主
に
「
て
」
「
で
」
で
終
わ
る
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
補

国
語

NO.４３



助
の
関
係
で
あ
る
。

４�　

「
活
用
の
種
類
」
と
は
，
活
用
形
（
未
然
・
連
用
・
終
止
・
連
体
・
仮
定
・
命
令
）
が
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
か
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
重
傍
線
Ｃ
の
「
感
じ
る
」
と
イ
「
見
る
」
は
と
も
に
上
一

段
活
用
の
動
詞
で
あ
る
。
ア
「
降
る
」
は
五
段
活
用
の
動
詞
、
ウ
「
答
え
る
」
は
下
一
段
活
用
の
動
詞
、

エ
「
く
る
」
は
カ
行
変
格
活
用
の
動
詞
、
オ
「
挑
戦
す
る
」
は
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
で
あ
る
。
動
詞

の
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方
と
し
て
は
、
カ
行
変
格
活
用
は
「
来
る
」
、
サ
行
変
格
活
用
は
「
す
る
」

「
～
す
る
」
が
あ
り
、
他
の
動
詞
に
つ
い
て
は
、
語
尾
に
「
な
い
」
を
付
け
た
と
き
に
、
直
前
の
音
が

ア
段
の
音
に
な
る
も
の
（
「
書 

“ 

か 

” 

な
い
」
「
知 

“ 

ら 

” 

な
い
」
な
ど
）
が
五
段
活
用
、
イ
段
の

音
に
な
る
も
の
（
「
起 

“ 
き 
” 

な
い
」
「
信 

“ 

じ 

” 

な
い
」
な
ど
）
が
上
一
段
活
用
、
エ
段
の
音
に

な
る
も
の
（
「
負 

“ 

け 

” 

な
い
」
「
増 

“ 

え 

” 

な
い
」
な
ど
）
が
下
一
段
活
用
と
な
る
。


